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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

市街化中心地区

平成28年10月

埼玉県飯能市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

2,091

53

1年以内の
達成見込み

×

－

見込み・確定
の別

21.0 －分 23.3

1年以内の
達成見込み

計測時期

H　　年　月

H２８年５月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
市内中心部へのアク
セス時間

-

H　　年　月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

×

〇

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

-

総合所見

評価値の計測に係わる道路整備が完
了しなかったため、評価値の計測がで
きず、代替指標により検証を行った。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２
年齢が満5歳未満の
住民の数

人 1,986 1,782
■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

住環境の一層の整備に注力するととも
に、子育て関連事業についても、より魅
力的な事業を展開していくことが求めら
れる。

61 56 H２８年５月

1,790

市全体の人口が減少
傾向の中では、目標
値の設定が高すぎ
た。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

今後も更なる入館者数の増加を目指し
つつ、中心市街地の賑わいづくりとの
連動も求められる。

H　　年　月指標５

幹線道路の混雑の緩
和

％ 54

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

64
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月
引き続き、土地区画整理事業や道路整
備を積極的に進め、更なる混雑緩和を
目指していく。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
歴史的建造物への
入館者数

人 47

その他の
数値指標１

総合所見

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容

宮沢湖のメッツァ、飯能河原・天覧山周辺エリア、あけぼの子どもの森公園をつなぐ「都市回廊
空間」を新たに創設し、その波及効果を中心市街地での賑わいに結び付けていく。

渋滞緩和に対応する道路網整備における優先順位付け
今後オープン予定の「北欧の雰囲気とムーミンの世界を体験
できる施設（メッツァ）」を新たな観光の核としたまちづくりの推
進

実施時期

平成２９年度～

・都市計画道路阿須小久保線及び双柳岩沢線の早期開通
・区画整理事業の早期完成

・観光客に向けた新たな地域特産品の創出に取り組む。
・郷土館に本市の自然の魅力を発信するビジターセンター機能を持
たせ、観光の拠点として位置付けていく。
・外国人観光客に対応した多言語案内板、指導標等の更なる増設が
必要となる。

・地域子育て支援拠点の機能強化
・ＩＣタグ搭載に係る経費負担増
・近隣自治体との相互利用ができることについての更なる周知の徹
底が必要

今後の課題　その他特記事項

・交流人口４８０万人を目指し、「体験型・着地型観光」を推進
・観光協会との連携体制をより一層強化し、市の観光ＰＲについても
情報発信力を高めていく必要がある。

・継続して整備を進めるための財源確保
・都市計画道路阿須小久保線及び双柳岩沢線の早期開通
・区画整理事業の早期完成

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・都市計画道路阿須小久保線及び双柳岩沢線周辺において、建
物移転、造成及び道路築造工事を実施した。

・ＦＭラジオ番組を活用し、本市の取組やイベント情報など本市
の魅力を発信する事業を平成２５年度から開始した。
・観光案内所の増設した（平成２６年度から飯能駅改札口脇に飯
能駅観光案内所を開設した）。
・天覧山、多峯主山周辺観光サインづくり事業の実施した。

・平成２５年度から子育て総合センターを開設し、子育て講演
会、子育て教室、研修会等を実施
・新図書館の開館に合わせ、ＩＣタグを活用した本貸出システム
の構築
・平成２６年１０月から新たに飯能市と東京都青梅市において図
書館の相互利用を開始

実施した結果

・入込観光客数の増（平成２３年度約１９０万人⇒平
成２７年度約２５０万人）
・エコツアーガイドは２４団体、１０１人の方を養成
し、活躍してもらっている。
・エコツアーメニューの件数は平成２３年度から平成
２７年度の間に約１４０ツアーの増設があった。

・子育て講演会や研修会を通じて、子育て支援の充
実が図れた。
・ＩＣタグ搭載により、利用者の利便性向上につな
がった。
・相互利用状況は利用者数1,614人で貸出数5,334
点（平成２７年度）

・新たなハイキングコースの創造（散策ルートの設定）
・エコツアーガイドの養成
・エコツアーメニュー（件数）の増設

実施した具体的な内容

市内への来訪者に向けた取り組み

保育事業や図書館事業の一層の拡充

・都市再生区画整理事業整備計画書を作成し、財源の確保に努
めた。
・財源確保のため保留地(宅地)販売ＰＲを積極的に行った。

・都市再生区画整理事業により財源の一部を確保
することができた。
・保留地(宅地)約341㎡を処分することができた。

・都市計画道路阿須小久保線及び双柳岩沢線道路
整備に着手できた。

・２か所の観光案内所の来所者数は平成２６年度に
おいて57,324人と５万人を超えた。
・平成２３年度に木製道標８基、平成２４年度に木製
道標２３基、案内板３基を設置した。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

市内観光に係わるソフト事業の取り組みの継続

区画整理事業の継続的実施による良好な市街地の確
保

市内の幹線道路の整備と子育て世代の良好な住宅地
の確保

事後評価シート　添付様式5－③から転記



都市再生整備計画（清算報告）

市街化
し が い か

中心
ちゅ う しん

地区

埼玉
さ い た ま

県　飯能
はんの う

市
し



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 1137 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標  『　人々の営みと賑わい・交流がはぐくむ森林文化都市　』

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 平成22年度 平成27年度

人 平成21年度 平成27年度

人 平成21年度 平成27年度

1,986

21.0

2,091

歴史的建造物への入館者数 絹甚（飯能市本町2番2号）の開館日一日当り入館者数 歴史的建造物への入場者数が中心市街地の賑わいと魅力を示す。 47 53

年齢が満５歳未満の住民の数 地区内人口に対する満５歳未満の住民の数の割合 子供の増加が文化の振興や子育てに関連するまちづくりの効果を示す。

市内中心部へのアクセス時間 阿岩橋及びクリーンセンターから市立飯能第一小学校への所要時間 市内中心部へのアクセス時間が都市基盤整備の効果を示す。 23.3

計画期間 交付期間 27

目標１　：　都市基盤の整備により、アクセス性の向上を図るとともに、良好な市街地環境を創出する。
目標２　：　地域の特性や資源を活かし、文化や産業の振興を図り、市民の活力により明るく元気なまちづくりを促進する。
目標３　：　市街地としての機能強化と中心市街地の再生を図るとともに、観光の振興などの取り組みを通じて賑わいのあるまちを創出する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 埼玉県 飯能市 （仮称）市街化中心地区

○第４次飯能市総合振興計画では既成市街地のうち、良好な居住環境が確保されていない地域については、土地区画整理事業や道路などの事業により生活道路や防災対策などを推進することで、良好な住宅地の形成を図るとともに、中心商業地に
ついては、飯能駅、東飯能駅の２つの駅を核として活力と魅力があふれる地域の形成をめざし、歩いて楽しい商店街づくりの促進や子育て拠点づくりなどを進めることとしている。
○飯能市都市計画マスタープランでは、まちなかの商店街を散策し、市街地周辺の水と緑へと向かう人の流れを形成させる、快適なネットワークの整備を図るとともに、子育て世代にも魅力あるサービス機能の集積を図り、安全性の高い、子育て環境の
整った市街地整備を進めることとしている。また、各県道などの幹線道路沿道については、自然環境に配慮しつつ、地域の実情に応じて、企業立地や観光施設などの誘導を図る土地利用を促進することとしている。

○本市は、埼玉県の南西部、都心から約50㎞に位置し、交通アクセスにも恵まれている。
　 平成17年4月1日に「森林文化都市」宣言をし、市域の４分の３を占める広大な森林と人との共生を通して、自然と都市機能が調和する暮らしやすいまちづくりを進めている。

○本地区は、市の中心市街地を含む1137haの地区であるが、地区東側については、現在４箇所において土地区画整理事業が進められ、良好な住宅地と幹線道路の整備が進められている。
　 地区の西側は山間部に近接し、市の観光の拠点であるとともに、工業系の土地利用が促進されつつある。

○これまで、まちづくり交付金を活用し、中央地区が平成16年度から平成20年度、東部地区が平成18年度から平成22年度の５ヵ年でまちづくりを行ってきた。
　 道路、公園等の都市基盤の整備に併せ、観光に関連する施設整備や地域学習センター等が建設され、市街地として必要な都市空間が創出されつつある。

○本市の中心市街地は、消費動向の変化や郊外における大型店舗の進出などの様々な要因により、疲弊した状況になっている。
　そうした背景の下、「中心市街地活性化基本計画」を策定し、多くの人々が活性化に向けて関わり、一人ひとりが主体的にまちづくりに携わる一員であるという認識を持ち、それぞれの立場で積極的に取り組んでもらえるよう「市民の活力が創り出す明
　るく元気なまち」をテーマに活性化を目指している。

○市の中心部については、賑わいが減少してきており、中心市街地としての再生を促し、魅力を創出することが課題である。（中央地区）
○中心市街地の西部については、市街地としての機能強化のため、文化、教育、子育ての拠点整備が課題である。（中央地区）
○東部地域については、幹線道路網の整備と良好な住宅地としての整備が課題である。（東部地区）
○地区内の西部地域については、観光に関連する施設整備や、産業誘導のための幹線道路整備等が課題である。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１　都市基盤の整備により、アクセス性の向上を図るとともに、良好な市街地環境を創出する。
　・道路、公園の都市基盤整備により、アクセス性の高い良好な市街地環境を創出する。
　・土地区画整理事業の推進により、良好な住宅地を整備する。

基幹事業（道路　双柳北部地区計画道路）
基幹事業（道路　(仮)飯能大河原線整備）
基幹事業（道路　都市計画道路双柳岩沢線(岩沢北部地内)）
基幹事業（道路　岩沢北部地内区画道路）
基幹事業（土地区画整理事業　笠縫地区）
基幹事業（土地区画整理事業　岩沢北部地区）

整備方針２　地域の特性や資源を活かし、文化や産業の振興を図り、市民の活力により明るく元気なまちづく
りを図る。
　・新図書館の整備により文化的なまちづくりをすすめる。
　・保育施設や公園の整備により、子育てに関連する市街地機能の強化を図る。

基幹事業（道路　山手町用地地内市道整備）
基幹事業（公園　笠縫1号公園）
提案事業（新図書館建設事業）
提案事業（総合保育施設整備事業）

整備方針３　市街地としての機能強化を図り、中心市街地の再生を図るとともに、住みやすいまちを創出す
る。
　・中心市街地については、施設整備により、市街地としての魅力を創出する。
　・観光サインづくり事業等ににより、外国人観光客への対応を図る。

基幹事業（地域生活基盤施設　ポケットパーク）
基幹事業（地域生活基盤施設　観光サインづくり事業）
基幹事業（高質空間形成施設　トイレ設置）
提案事業（観光関連施設整備事業）

○飯能市東部地区において、笠縫3号公園を整備する際ワークショップ等を開催した（平成21年度実施）。今後も住民参加の基で公共施設整備を進めていく。

○中心市街地においては、「中心市街地活性化基本計画（案）」に基づき、市民や事業者、行政などが連携を深め、目指すべき方向を共有しながら取り組み、様々な市民が活躍で
きる舞台として活動を展開し、商業振興はもとより、文化や観光、健康づくりや支え合いによる地域福祉の仕組みづくり、コミュニティの高揚などの活性化を図る。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 飯能市 直 W=5～12m、L=1186m 平成23年度 平成27年度 平成23年度 平成27年度 1,108 1,108 1,108 1,108
道路 飯能市 直 W=5～8.5m、L=465m 平成23年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 49 49 49 49
道路 飯能市 直 W=14m、L=830m 平成23年度 平成29年度 平成25年度 平成27年度 3,000 1,311 1,311 1,311
道路 飯能市 直 W=12m、L=100m 平成24年度 平成27年度 平成24年度 平成27年度 412 412 412 412
道路 飯能市 直 W=6～9m、L=424m 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 245 245 245 245
公園 飯能市 直 A=2050㎡ 平成24年度 平成26年度 平成24年度 平成26年度 28 28 28 28
古都及び緑地保全事業
河川
下水道
駐車場有効利用システム
地域生活基盤施設 飯能市 直 A=330㎡　 平成23年度 平成26年度 平成23年度 平成26年度 90 90 90 90
地域生活基盤施設 飯能市 直 案内板5基、道標30基 平成23年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 6 6 6 6
高質空間形成施設 飯能市 直 2箇所 平成23年度 平成26年度 平成23年度 平成26年度 40 40 40 40
高質空間形成施設 飯能市 直 1箇所 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 24 24 24 24
既存建造物活用事業
土地区画整理事業 飯能市 直 76.6ha 昭和62年度 平成26年度 平成23年度 平成26年度 4,148 1,427 1,427 1,427
土地区画整理事業 飯能市 直 17.8ha 平成6年度 平成40年度 平成23年度 平成27年度 2,210 294 294 294
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 11,360 5,034 5,034 5,034

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
飯能市 直 A=2600㎡ 平成23年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 993 993 993 993
飯能市 直 A=2200㎡ 平成23年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 730 730 730 730
飯能市 直 安全柵L=40m,階段L=200m 平成23年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 9 9 9 9

合計 1,732 1,732 1,732 1,732
合計(A+B) 6,766

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
飯能市 国土交通省 W=14m、L=830m 平成24年度 平成25年度 238

合計 238

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 （いずれかに○）

事業活用
調査

山手町地区

事業期間 全体事業費

観光関連施設整備事業 天覧山多峯主山周辺

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

総合保育施設整備事業

0

山手町地区
うち民負担分

交付対象事業費 6,766 交付限度額 2,706 国費率 0.4

事業 交付期間内事業期間

(仮)飯能大河原線整備

事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間
うち民負担分細項目

都市計画道路双柳岩沢線(岩沢北部地内)

岩沢北部地内区画道路
笠縫1号公園

双柳北部地区計画道路
山手町用地地内市道整備

中心市街地内(ポケットパーク)
天覧山多峯主山周辺観光サインづくり事業

中心市街地内(トイレ)
吾妻峡周辺(トイレ)

笠縫地区
岩沢北部地区

細項目
事業箇所名

新図書館建設事業

道路 (仮)飯能大河原線整備

事業

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業


